
































































































































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
なのである」（９９，強調は筆者による）と，市場価値の意
義をある意味で説得的に述べたものである。
１６）新田［１９９４］，１８７－１８８。なお，強調は筆者によるものである。
１７）八木［１９９３］，２０４。なお，強調は筆者によるものである。
１８）例えば，一口に宇野派の原理論といっても，その学派内部でも諸見解に分かれるよ
うであるが，ここで当事者視点の明示的に導入する試みについては，特に山口［１９８５］，
同［１９８７］，高橋［１９８１］，植村［１９９７］，松尾［１９８７］，同［１９９９］，新田［１９９４］などを参
照のこと。さらに，当事者視点を導入するにあたって，原理論とそれを基準とした
段階論を構成するための類型論をめぐって，改めて原理論の内容を問う最近の議論
については，山口［２００６］と小幡［１９９９］，同［２００１］の議論を参照のこと。また，塩沢
［１９９９］は，特に植村［１９９７］の当事者視点導入に対する検討を加えている。
１９）例えば，投資に関する意思決定の定式化について，資本家による予想という要素を
重視して定式化したものとして，置塩［２００４］，海野［２００８］などを参照のこと。また，い
わゆる欧米マルクス・ルネサンス以降の，マルクスを含めた広く古典派経済学の競
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争に関する議論についても，多くの成果があるが，ここでは特に，［１９７７］，
	

［１９８７］，同［１９９９］，［１９８４］，［１９８４］を参照した。
２０）例えば，	

		［２０１０］を参照のこと。	らは，マルクスの『賃
労働と資本』の叙述に拠りながら，そこに自分以外の当事者の価格を所与として自分
の製品の価格選択を行なうベルトラン・モデルの利用可能性を議論している。しか
しながら，具体的なモデルの展開に関しては，今後の課題とされている。
２１）「基準利潤率」は，「一定の最適な組合わせによる生産諸要素の単位量にその時点での
それぞれの価格水準（あるいは将来の予想価格水準）を乗じて単位生産資本量を計算
し，それによって生産される期間生産物量にその時点でのその商品の価格水準（ある
いは予想価格水準）を乗じて，単位生産資本によって生産される期間商品資本量を計
算し，それとそれを生産するのに要した流動的生産費用の差額と生産資本との比率
を計算する」（山口［１９８５］，１８８）ことによって求められる。また，この概念をめぐっ
ては，成果予想の確定的な部分だけに限定しているため，先の流通主体の性格が活
かされていないとする，松尾［１９８７］および同［１９９９］の詳細な検討・批判がある。
２２）マルクスあるいは広く古典派経済学の競争論のモデル化に関しては，多くのヴァリ
エーションが存在する。また，それが「関係の中の当事者」という視点を表現してい
ることの妥当性は，モデルの全体系を検討する必要もある。既存の数学的モデルの
検討と我々独自のモデル構築は別稿で論じるとして，ここでは従来のモデル構築の
一例として海野［２００８］を参照のこと。そこでは，とりわけ当事者による予想の要素
を重視した独自の景気循環モデルの基本的体系が示されている（１０１－１３８）。
２３）例えば，近年の研究動向として，企業や個人の慣行的行動に関する「コンヴァンシオ
ン理論」がある。その紹介文献としては，	
（）［２００１２００６］や
	［２００４２００６］を参照のこと。また，信念の形成に関して，これをバブル発生
の説明に適用している宇仁ほか［２０１０］の第１２章も参照のこと。
２４）マルクスおよび従来のマルクス経済学に対する現代の進化的経済学の成果の導入に
関しては，瀬尾［２０１１］で議論している。
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